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ヒメトラハナムグリの生活史および訪花植物
飯嶋一浩*竹内将俊*
平成 +2年 +,月 +日受付平成年 +3月 -月 +/日受理
要約 : ヒメトラハナムグリの幼虫は朽木内に生息し 腐朽材を摂食することが知られているが 筆者らは粉
砕腐朽材による屋外飼育実験により累代飼育に成功した そして その結果から本種の生活史を推定した
本種は年 +化性であり 成虫の活動期間は /月中旬から 2月上旬であった 産卵は 0月から 1月に行われ
幼虫は -齢が終齢であった 越冬態は終齢幼虫であるが 成熟した終齢幼虫は 3月下旬から蛹室を形成し
その中で越冬した生活史型は年 +化幼虫越冬+回繁殖型であったまた成虫の餌資源である訪花植
物について調査した結果 +綱 /目 /科 2種が確認された本種は都市部やその近郊など地域によっては貴
重種となっているが そのような場所において本種を保全するためには 訪花植物を植栽し 発生源となる
朽木を設置することも有効であると考えられる
キワド : トラハナムグリ亜科 生活史 生活史型 ポリネタ 都市緑化

緒 言
ヒメトラハナムグリ Lasiotrichius succinctus Pallas
はコガネムシ科 Scarabaeidaeトラハナムグリ亜科 Tri-
chiinaeに属し 北海道 本州 佐渡島 隠岐諸島 四国
九州 五島列島 対馬 屋久島 種子島に分布し 国外で
はサハリン 朝鮮半島 中国 モンゴル シベリアで見ら
れる+ 体長 +*mm前後の小さな昆虫であるが 黄色と黒
色の縞模様がある上翅や 同色の体毛を密生させた姿がハ
チ目 Hymenopteraのハナバチ類Apiformesに似た特徴
的な種である 図 + これはハナバチ類をモデルとしたベ
イツ型擬態であると考えられるが 飛翔している姿は確か
にハチバチ類に酷似する このような特徴をもつヒメトラ







には東京 ,-区内にも生息していたとの記録がある2, 3 し
かしながら近年の記録はなく 東京都の保全上重要な野生
生物+*において区部と北多摩で Bランク 環境庁 RDBの





























nea crenata Sieb. et Zucc.を訪花していた以下の ,頭を用
いた
+	 +330年 0月 +0日採集
+
 +330年 0月 ,-日採集
これらの個体は 市販されているクヌギ Quercus acutis-
sima Carruthers粉砕腐朽材を約 /* mmの厚さに敷いた
プラスチック容器 2*+/*+-*mm に入れ 直射日光
と雨が当たらない屋外にて飼育を行った 飼育場所は神奈
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餌として与えたほか バナナMusa sapientum L.の果実も
時与えた 飼育容器内のクヌギ粉砕腐朽材は霧吹きなど
で 適度な湿り気を保った このようにして屋外飼育を続















を 実験地に近い横浜地方気象台 標高 -3m の各月平均
気温 +330年から +333年の記録より算出,+とともに示
す 図 + 林-によればヒメトラハナムグリは年 +化から
,年 +化とされるが本飼育実験の結果は年 +化であった
本種は年 +化が基本であると思われるが 北海道などの寒
冷な地域では ,年 +化の可能性も否定できず この点に関
しては調査の余地がある
卵が存在する時期は 0月上旬から 1月下旬まで 幼虫は
-齢が終齢であった各齢期の幼虫が見られる時期は +齢
幼虫が 0月中旬から 1月下旬 ,齢幼虫が 0月下旬から 2









Rhomborhina polita Waterhouseでも知られる,, しかし
ながら クロカナブンの場合は初年度を -齢幼虫のまま蛹
図 + ヒメトラハナムグリ L. succinctus 成虫
図 , ヒメトラハナムグリの生活史





















はすべての個体が死亡した なお 生活史型 life history






山梨県北巨摩郡須玉町増富にて 直径 . cm程の広葉樹の
朽木の内部からコガネムシ科幼虫 +頭を井上氏が採集 持




た ところで 一言に朽木と言っても 腐朽をもたらす腐
朽菌の種類により朽木の腐朽状態は異なり 一般には 
























リ亜科のコアオハナムグリ Gametis jucunda Falder-
nann+と比較する コアオハナムグリの訪花植物は ,綱
,.目 -2科 ++0種が知られるが,/, -0 このうちの在来種で
表 + ヒメトラハナムグリの訪花植物目録
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ものを 隠蔽型 として 表 +よりヒメトラハナムグリの





次に花色について述べる 調査の結果から 白色 黄白
色の ,色が確認された 表 + これらの色を白色 黄色の
,つにまとめ 各色に該当する訪花植物種の百分率を算出
した なお 黄白色は白色と黄色の中間色であるため こ
の場合にはひとつの種を +,種として花色の数で割った





























ium Hassk. のような樹種は おおいに活用すべきと考え
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Summary : We succeeded in rearing successive generations of Lasiotrichius succinctus (Pallas)
(Coleoptera : Scarabaeidae) using rotten wood as the larval food. In an outdoor breeding experiment,
the life history of the chafer was studied. As a result, we found this chafer has a one-year life history.
The adult active period was the ﬁrst ten days in August from mid-May. Oviposition was observed
from June to July by adult chafer. The larvae pass through a total of three instars. Hibernation form
in the ﬁrst year was the last-instar larva, and this formed a pupal chamber from the last +* days in
September and stayed in it over winter. The chafer has [one-year life history]-[larva hibernation]-
[semelparity period]-life history type. After investigating the ﬂowers that adult chafers visited for
feeding, 2 species in / families of / orders of + class were conﬁrmed. This chafer is becoming less
common because of urbanization. To attract it to such places and to allow it to inhabit urban areas,
the plants that it feeds on must be cultivated and rotten wood should be left for the larvae to inhabit.
Key words : Trichiini, life history, life history type, pollinator, urban a#orestation
* Department of Environment and Landscape, Junior College of Tokyo University of Agriculture
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